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レーザー・コンプトン

ガンマ線

laser Compton scattering

平成 28 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座

新しい光と加速器－加速器とレーザーによる錬金術－
日 程: 平成 28年 10 月 1 日（土）

受講者数: 4 名

会 場：姫路ターミナルスクエア 2F会議室

講 師: 宮本修治

光の速度近くまで加速された電子で、極限まで明るい放射光を発生できます。ニュースバル放射光施

設の高エネルギー電子に、レーザー光を衝突させることによりガンマ線ビームを発生することが出来ま

す。このガンマ線ビームが生み出す新しい「核光科学」による原子核変換や宇宙における重元素生成過

程の研究について紹介しました。

周期律表には、100 を超える元素があるが、これらを自由自在に作り変えようと研究されたのが、錬

金術である。非金属を貴金属に変える、あるいは大量にある元素を、有用な希少元素に変換することが

夢見られた。現在、相応のエネルギーが必要であるが、イオンビームや中性子ビームを用いて、核変換

が可能である。宇宙の始まり、ビッグバン直後は、宇宙は水素と少量のヘリウムだけだったと考えられ

ている。地球も、我々のからだも、殆どの元素がその後に星の中で作られたわけである。水素やヘリウ

ムより重い重元素の生成過程を調べるために、ガンマ線ビームの利用が始められている。

この特殊なγ線ビームを、ニュースバル放射光施設で発生している。準単色で偏光特性の良いレーザ

ーコンプトン散乱ガンマ線である。このタイプのγ線源は、20世紀末までほとんど利用されておらず、

現在でも、常に利用できるのは世界で 2箇所である。このガンマ線は高エネルギー電子にレーザー光を

衝突させることにより発生でき(図左）、物質に照射すると、光核反応を起こすことが出来る。例えば原

子炉の放射性廃棄物（ヨウ素 129）に照射すると、中性子を放出して、短時間で安定なキセノンガスに

変換できる。（図右）

レーザー・コンプトン散乱

ガンマ線ビームの発生


